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下刈作業 の省力化を目標として生理生態的な面からその可能性を検討する。

ヒノキ試験地については、遅れて設定 したので本年度は定期的なススキ草高

の刈 りそろえと、 造林木 の成長量調査を実施する

技 術 開 発 報 告 書

ススキ群落が造林木の成長を阻害する要因のうち、草量 (草高 )に祝点をおき

造林木の樹高 と草高の相対的な関係を設置区～全刈区の間に 5段 階の処理区を設

1.ス ギ 樹高 1.m区 では全刈区に対 し放置区の成長511害 度はヾ樹高総成長■l・ で

20^.40%1.5m区 では放置区でさえ阻害度は皆無 という結果を得た。

2.ヒ ノキ 最終 とりまとめ中であるが 1.m区 では、全刈区に対して放置区の成

長阻害度は、 lll高 成長で有意な差は認められず、
物早

径で 50%前 後の阻害を

受けそうである。

期 は現行下刈作業体系 よりも 2ケ 年前後早めて、 さしつかえない と ルヽ う.結果を

させ るには、 さらに資料収集が必要であることが指適 され (即ち全局的区j/2の
広

ど )47年 ly_管 内の 10営林署を指定 して、ススキの成長経過 と造林木の成長経

に調査を実施する。
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営林局における開発結果 の

評価および普及計画の概要

1.ス スキについては、 この実験で下力l終 了時

得たのであるが、事業的に新技術 として定着

が りがない、地位の吟味がなされていないな

過 について、地位別、林令別 (45.6年生 )

当年度
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